
の
で
あ
る
｡
台
湾
に
お
け
る
民
主
化
の
深
度
を
示
す
出
来
事
と
い
え
よ
う
｡
同
書
の
自
序
か
ら
は
､
著
者
が

一

九
九
五
年
に
は
立
法
委
員

(日
本
の
国
会
議
員
に
相
当
)
選
挙
に
出
馬
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
｡

『抗
戦
時
期
重
慶
的
対
外
交
往
』
に
は
､
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
｡
｢
一
九
三
七
年
十

一
月
､
国
民
党

中
央
党
部
と
国
民
政
府
軍
事
委
員
会
が
改
組
さ
れ
て

〔国
民
覚
〕
中
央
宣
伝
部
が
成
立
し
､
そ
の
下
に
対
外
宣

伝
を
専
ら
に
す
る
国
際
宣
伝
処
が
設
け
ら
れ
た
｡
中
央
宣
伝
部
副
部
長
の
董
顕
光
が
対
外
宣
伝
工
作
を
と
り
し

き
り
､
曽
虚
白
が
宣
伝
処
長
と
な

っ
た
｡
の
ち
国
民
政
府
と
と
も
に
垂
慶
に
移

っ
た
｡
〔中
略
〕
国
際
宣
伝
処

は
重
慶
の
本
部
の
ほ
か
､
上
海
と
香
港
に
支
部
を
設
立
し
昆
明
に
は
事
務
所
を
設
立
し
た
｡
さ
ら
に
ア
メ
リ
カ

の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
シ
カ
ゴ
と
ワ
シ
ン
ト
ン
､
イ
ギ
リ
ス
の
ロ
ン
ド
ン
､
カ
ナ
ダ
の
モ
ン
ト
-
オ
ー
ル
､
オ
ー

ス
ト
ラ
-
ア
の
シ
ド
ニ
ー
､
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
ー
､
ま
た
イ
ン
ド
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
事
務
所
を
設
立
し
た
｣
｡

こ
の
ほ
か

『抗
戦
時
期
重
慶
的
対
外
交
往
』
に
は
､
国
際
宣
伝
処
の
本
部
､
支
部
､
事
務
所
が
そ
れ
ぞ
れ
に

刊
行
物
を
出
し
通
信
社
を
設
立
し
た
こ
と
､
国
際
宣
伝
処
は
蒋
介
石
に
直
属
し
て
各
地
の
党
機
関
と
政
府
機
関

を
管
轄
し
て
活
動
し
た
こ
と
､

一
九
四

〇
年
に
は
国
際
宣
伝
処
が

ロ
ン
ド
ン
で
テ
ィ
ン
パ
1
-
-
の
著
作
を

｢公
開
発
行
｣
し
た
こ
と
な
ど
が
､
詳
し
-
叙
述
さ
れ
て
い
る
｡

中
央
宣
伝
部
副
部
長
の
董
顕
光
は
ア
メ
-
カ
留
学
の
経
歴
を
も

つ
人
物
で
あ
る
｡
-
ズ
-
1
大
学
を
卒
業
し

て
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
大
学
院
に
学
び
､
米
国
の
各
新
聞
の
記
者
を
経
て
帰
国
し
た
あ
と
英
字
新
聞
各
社
の
編
集

に
携
わ

っ
て
い
た
｡
董
顕
光
は
ア
メ
-
カ
留
学
以
前
に
僅
か
な
期
間
で
は
あ
る
が
､
い
わ
ゆ
る
旧
制
中
学
時
代
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の
蒋
介
石
の
英
語
教
師
を
勤
め
､
蒋
介
石
と
の
問
に
奇
縁
を
持

つ
人
物
で
あ
る
｡
戦
後
は
台
湾
に
移
り
､
中
華

民
国
の
日
本
大
使
を
勤
め
た
｡
著
書
に
､
董
顕
光

『蒋
介
石
』
(日
本
語
版
､
日
本
外
政
学
会
､

一
九
五
五
年
)

が
あ
り
､
董
顕
光
の
略
歴
は
同
書
の
著
者
紹
介
に
基
づ
く
｡

国
際
宣
伝
処
長
の
曽
虚
白
は
､
『中
華
民
国
当
代
名
人
録
』
(台
湾
中
華
書
局
､
民
国
六
十
七
年

〔
一
九
七
八

年
〕)
に
よ
れ
ば
､
上
海
の

St.
Jo
h
n
大
学
を
卒
業
し
て

『美
善
雑
誌
』
を
刊
行
す
る
か
た
わ
ら
､
南
京
の
金

陵
女
子
大
学
教
授
を
勤
め
た
文
学
者
で
あ
る
｡
戦
後
は
台
湾
に
わ
た
り
中
央
通
信
社
社
長
を
勤
め
､
政
治
大
学

で
新
聞

(
ニ
ュ
ー
ス
)
学
講
座
を
担
当
し
た
｡
編
著
に

『中
国
新
聞
史
』
が
あ
る
｡

国
際
宣
伝
処
の
組
織
と
活
動
内
容
は
､
『中
国
国
民
党
新
聞
政
策
之
研
究
』
に
よ
り
､
更
に
目
一ハ体
的
と
な
る
｡

王
凌
胃
は
､
数
年
前
以
来
公
開
が
実
現
し
た
国
民
党
の
内
部
資
料
と
､
対
外
宣
伝
の
責
任
者
で
あ
っ
た
董
顕
光

や
曽
虚
白
の
著
述
に
依
拠
し
て
次
の
よ
う
に
言
う
｡
｢国
際
宣
伝
処
の
組
織
は
簡
単
な
も
の
で
あ
り
､
六
科
四

室
が
あ
っ
た
｡
英
文
編
纂
科
､
外
事
科
､
対
敵
科
､
撮
影
科
､
放
送
科
､
総
務
科
､
さ
ら
に
秘
書
室
､
新
聞
検

査
室
､
資
料
室
'
日
本
研
究
室
で
あ
る
｣｡

そ
し
て

｢南
京
事
件
｣
に
関
し
て
は
､
次
の
よ
う
に
述
べ
る
｡
｢
日
本
軍
の
南
京
大
虐
殺
の
悪
行
が
世
界
を

震
掘
さ
せ
た
時
､
国
際
言
一伝
処
は
直
ち
に
当
時
南
京
に
い
た
英
国
の
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー

･
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
の
記

者
の
テ
ィ
ン
パ
ー
-
1

〔田
伯
烈
〕
と
ア
メ
-
カ
の
教
授
の
ス
マ
イ
ス

〔史
通
士
〕
に
冒
一伝
刊
行
物
の

《
日
軍

暴
行
紀
実
》
と

《南
京
戦
禍
写
真
》
を
書
い
て
貰
い
､
こ
の
両
書
は

一
躍
有
名
に
な
っ
た
と
い
う
｡
こ
の
よ
う
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に
中
国
人
自
身
は
顔
を
出
さ
ず
に
手
当
て
を
支
払
う
等
の
方
法
で
､
『我
が
抗
戦
の
真
相
と
政
策
を
理
解
す
る

国
際
友
人
に
我
々
の
代
言
人
と
な
っ
て
も
ら
う
』
と
い
う
曲
線
的
宣
伝
手
法
は
､
国
際
宣
伝
処
が
戦
時
最
も
常

用
し
た
技
巧
の

一
つ
で
あ
り
効
果
が
著
し
か
っ
た
｣｡

文
中
の

『

』
内
は
､
王
凌
胃
が
曽
虚
白
の

『自
伝
』
の
文
章
を
引
用
す
る
部
分
で
あ
る
｡
曽
虚
白
の

『自
伝
』
に
つ
い
て
は
こ
の
あ
と
述
べ
る
が
､
王
凌
胃
が
文
中
の
田
伯
烈
と
史
通
士
に
英
文
名
未
詳
と
い
う
注

を
付
し
て
い
る
の
は

｢南
京
事
件
｣
に
不
案
内
で
あ
る
こ
と
を
示
す
｡
『
日
軍
暴
行
紀
実
』
と
は
い
う
ま
で
も

な
-
テ
ィ
ン
パ
1
-
-
の
W
H
A
T
W
A
R
M

E
A

N
S
で
あ
る
｡
史
通
士
の

『南
京
戦
禍
写
真
』
と
は
す
で

に
述
べ
た

『
ス
マ
イ
ス
報
告
』
で
あ
り
､
南
京
市
内
の
人
的
被
害
を
過
少
に

(殺
害
-
二
四
〇
〇
人
)
推
算
し

て
い
る
と
し
て
､
こ
の
点
を

｢虐
殺
派
｣
か
ら
は
疑
問
視
さ
れ
て
い
る
｡
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【国
際
宣
伝
処
の
生
き
証
人
】

こ
の
あ
と
筆
者
は
､
極
め
つ
け
の
史
料
と
し
て
台
湾
の
友
人
が
も
た
ら
し
た
曽
虚
白
の

『自
伝
』
を
入
手
し

た
｡

一
九
八
八
年
に
台
北
で
出
版
さ
れ
た

(上
)､
(中
)､
(下
)
の
三
冊
か
ら
な
る

『曽
虚
白
自
伝
』
(聯
経
出

版
事
業
公
司
)
で
あ
り
､
(上
)
冊
に
は
日
中
戦
争
中
の
国
際
宣
伝
処
の
活
動
内
容
が
赤
裸
々
に
記
述
さ
れ
て

い
る
｡
王
凌
胃

『中
国
国
民
党
新
聞
政
策
之
研
究
』
に
よ
れ
ば
､
曽
虚
白
は
蒋
介
石
に
委
任
さ
れ
､
日
中
戦
争

開
始
以
前
か
ら
上
海
で
外
信
の
検
閲
に
従
事
し
て
い
た
｡

一
九
二
四
年
に
広
州
で
創
立
さ
れ
二
七
年
に
南
京
に
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移
転
し
た
あ
と
活
動
を
拡
大
し
て
い
た
国
民
党
直
轄
の
中
央
通
信
社
は
､
す
で
に

一
九
三

一
年
の
時
点
で
ロ
イ

タ
ー
や
U
P
な
ど
外
国
通
信
社
の
手
中
に
あ

っ
た
中
国
国
内

へ
の
ニ
ュ
ー
ス
発
行
権
を
回
収
し
て
い
た
｡
曽
虚

白
は
上
海
で
､
好
ま
し
く
な
い
外
信
が
国
内
に
流
れ
ぬ
よ
う
検
閲
し
て
い
た
の
で
あ
る
｡

曽
虚
自

『自
伝
』
は
国
際
宣
伝
処
の
成
立
か
ら
説
き
起
こ
し
､
日
本
軍
の
南
京
占
領
直
後
の
状
況
を
次
の
よ

う
に
い
う
｡
｢我
々
が
検
討
し
た
結
果
､
戦
局
が
全
面
的
劣
勢
に
陥

っ
た
現
段
階
で
明
ら
か
に
す
べ
き
最
も
重

要
な
事
柄
は
､
第

一
に
は
戦
闘
に
た
ず
さ
わ
る
将
士
た
ち
の
勇
敢
に
敵
を
倒
す
忠
誠
な
事
蹟
で
あ
り
､
第
二
に

は
人
民
に
危
害
を
加
え
る
人
道
に
も
と
る
凶
悪
な
敵
の
暴
行
で
あ

っ
た
｡
物
事
は
信
じ
難
い
ほ
ど
都
合
よ
-
い

-
も
の
で
､
我
々
が
宣
伝
工
作
上
の
重
要
事
項
と
し
て
敵
の
暴
行

〔の
事
例
〕
を
捜
し
集
め
よ
う
と
決
定
し
た

と
き
､
敵
の
ほ
う
が
直
ち
に
こ
れ
に
応
じ
事
実
を
提
供
し
て
く
れ
た
｣
｡

曽
虚
白
は
､
日
本
軍
の
南
京
攻
略
時
に
東
京
日
日
新
聞
が
伝
え
た

｢百
人
斬
り
競
争
｣
の
報
道
と
､
日
本
軍

は

｢怒
涛
の
ご
と
-
南
京
城
内
に
殺
到
し
た
｣
と
い
う
読
売
新
聞
の
掲
げ
た
見
出
し
に
飛
び
つ
い
た
｡
い
う
ま

で
も
な
-

｢百
人
斬
り
競
争
｣
と
は
､
二
人
の
日
本
軍
士
官
が
上
海
か
ら
南
京
に
向
か
う
戦
闘
に
際
し
て
､
日

本
刀
に
よ
る
敵
兵
の
殺
害
数
を
競

っ
た
と
い
う
三
回
に
わ
た
る

(
一
九
三
七
年
十

一
月
三
十
日
､
十
二
月
六
日
､

十
二
月
十
三
日
)
戦
地
か
ら
の
報
道
記
事
で
あ
る
｡
こ
れ
ら
の
記
事
の
十
二
月
六
日
分
お
よ
び
十
二
月
十
三
日

分
が
当
時
の
東
京
で
発
行
さ
れ
て
い
た
ア
メ
-
カ
人
経
営
の
英
字
紙
で
あ
る
J
aP

anAdvertiser
に
転
載
さ

れ
､
さ
ら
に
こ
の
転
載
記
事
が
テ
ィ
ン
パ
ー
-
1
に
よ
り

W
H
A
T
W
A
R
M

E
A

N
S
に
付
録
と
し
て
収
録
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さ
れ
る
｡
そ
し
て
二
人
の
日
本
軍
士
官
は
戦
後
の
南
京
で
の
裁
判
で
､
東
京
日
日
新
聞
の
こ
の
記
事
が
唯

一
の

証
拠
と
な
り
C
級
戦
犯
と
し
て
死
刑
に
処
せ
ら
れ
る
｡
記
事
の
原
文
は
洞
富
雄
編

『国
際
軍
事
裁
判
関
係
資
料

編
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
が
､
東
京
日
日
新
聞
の
伝
え
た

｢百
人
斬
り
競
争
｣
で
は
､
斬
殺
の
対
象
は
戦
闘
中

の
中
国
軍
兵
士
で
あ
り
､
飽
-
ま
で
も
武
勇
伝
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
た
｡
し
か
L
J
ap
a
n
A
d
uertiser
に

転
載
さ
れ
る
さ
い
の
翻
訳
で
は
､
in
in
d
iv
id
u
a
t
sw
o
rd
com
b
at
(剣
に
よ
る
個
々
の
戟
閲
に
お
い
て
)
と

記
述
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
､
斬
殺
の
対
象
が

h
u
n
d
re
d
C
hinese
(百
人
の
中
国
人
)
と
記
述
さ
れ
､
さ

ら
に

W
H
A
T
W
A
R
M
E
A
N
S
に
収
録
さ
れ
る
さ
い
に
は
M
u
rder
R
ace
(殺
人
競
争
)
と
い
う
表
題
が

つ
け
ら
れ
､
い
か
に
も
戦
闘
以
外
で
の
殺
人
を
伴
う
戦
争
犯
罪
で
あ
る
と
い
う
装
い
が
な
さ
れ
た
｡
こ
の
間
の

経
緯
は

W
H
A
T
W
A
R
M
E
A
N
S
に
収
録
さ
れ
る
翻
訳
記
事
の
英
語
原
文
と
､
翻
訳
記
事
に
付
さ
れ
た
解

説
文
を
注
意
し
て
読
め
ば
､
理
解
さ
れ
る
｡
こ
の
戦
争
報
道
記
事
と
二
人
の
日
本
人
士
官
の
行
為
の
真
偽
に
つ

い
て
は
､
鈴
木
明
氏
の

『
｢南
京
大
虐
殺
｣
の
ま
ぼ
ろ
し
』
以
来
､
移
し
い
議
論
が
あ
る
｡
二

〇
〇
一
年
五
月

十
二
日
付
の
産
経
新
聞
に
載

っ
た
ワ
シ
ン
ト
ン
か
ら
の
古
森
義
久
記
者
の
レ
ポ
ー
ト
に
よ
れ
ば
､
日
系
ア
メ
-

カ
人
で
カ
ナ
ダ
の
ヨ
ー
ク
大
学
教
授
で
あ
る
ボ
ブ

･
ワ
カ
バ
ヤ
シ
氏
が
､
日
本
国
内
で
の
議
論
を
踏
ま
え
た
詳

細
な
論
文
を
学
術
誌
に
発
表
し
た
｡
そ
し
て
､
｢百
人
斬
り
競
争
｣
は
虚
構
の
産
物
で
あ
り
､
二
人
の
日
本
人

将
校
は
不
当
に
処
刑
さ
れ
た
と
結
論
､､つ
け
て
い
る
｡

と
も
あ
れ
､
戦
意
高
揚
を
狙

っ
て
報
道
さ
れ
た
は
ず
の
武
勇
談
が
､
敵
を
非
難
す
る
戦
時
宣
伝
の
材
料
と
し
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